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はじめに 
日本銀行のマイナス金利政策による超低金利の長期化が響き、金融機関にとって厳しい経営環 

境が続いている。上場地方銀行の 2020 年 4-9 月期中間決算では、発表分のうち 6割で最終損益が 

減益・赤字となった。各金融機関ではこれまで、店舗統廃合や人員削減を推し進めるコスト圧縮

や、Fintech など IT 化の推進、活動基盤の拡大に伴う越境融資など、攻防含めた生き残り策を続

けてきた。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大という想定外の事態に直面するなか、融資先

企業の業績悪化などから与信費用が増加するなど、経営環境は一段と厳しくなっている。 

 折しも、菅義偉首相が「地銀は多すぎる」と述べるなど金融機関の再編圧力が高まり、生き残

り競争が激化している。こうしたなか、長期で安定した資金供給や経営支援を通じた成長が期待 

できる取引企業の確保は、金融機関にとってこれまで以上に重要となってくる。 

 

 帝国データバンクでは、2020 年 10 月末時点の企業概要データベース「COSMOS2」（約 147 万社収録、茨城県約 2 万 9000 社、

特殊法人・個人事業主含む）をもとに、企業が「メインバンク」と認識する金融機関について抽出し、集計・分析した。また、

一企業に複数のメインがあるケースでは、各企業が最上位として認識している金融機関をメインバンクとして集計した 

 

 本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データであるため、

各金融機関がメインとして認識する実数と異なる場合がある 
 

 
 

調査結果（要旨） 
 
1.2020年のメインバンク社数トップは、「常陽銀行」（1万3466社、シェア 47.83％、前年比 0.19pt

減）。以下、「筑波銀行」（5256 社、シェア 18.67％、前年比 0.02pt 増）、「茨城県信組」（3018 社、

同 10.72％、同 0.01pt 減）、「水戸信金」（2149 社、同 7.63％、同 0.02pt 減）、「結城信金」（1089 

社、同 3.87％、同 0.04pt 減）となった 
 

2.業態別では、「地方銀行」が 69.58％で約 7 割を占めた。前年比では 0.07pt 減少したものの、2

位「信用金庫」（12.93％）、3位の「信用組合」（10.81％）を大きく引き離す結果となった 
 

3.業種別では、すべての業種で「常陽銀行」が 1位。なかでも、「サービス」と「卸売」の 2業種

で 5割超と「常陽銀行」の強さが際立った 
 

4.売上規模別では、「5000 万円未満」「5000 万円～1億円未満」「1億円～5億円未満」「5億円～10

億円未満」「10 億円～50 億円未満」「50 億円以上」すべてで「常陽銀行」がトップとなった 

特別企画 : 茨城県内企業のメインバンク動向調査（2020 年） 

「常陽銀行」が 47.83％でシェアトップ 
～すべての業種、売上規模で「常陽銀行」がトップ～ 
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1. ランキング ～「常陽銀行」が 5割近くを占めシェアトップ～ 

 

2020 年のメインバンク社数トップは「常陽銀行」で、企業数は 1万 3466 社となり、シェアは

47.83％（前年比 0.19pt 減）であった。2位は「筑波銀行」の 5256 社（シェア 18.67％、前年比

0.02pt 増）、3位は「茨城県信組」3018 社、（同 10.72％、同 0.01pt 減）、4位は「水戸信金」2149 

社、（同 7.63％、同 0.02pt 減）、5位は「結城信金」1089 社、（同 3.87％、同 0.04pt 減）となり、

上位 5位はいずれも地元の地銀、信用組合、信金が占める結果となった。このうち、「筑波銀行」

は県内シェアが前年より拡大している。 

地元の金融機関に続き 6位となったのは、東京都内に本店を置く「東日本銀行」の 533 社（シ

ェア 1.89％、前年比 0.01pt 増）、7位は「常陽銀行」と同じ「めぶきフィナンシャルグループ」

に属する「足利銀行」の 469 社（同 1.67％、同変動なし）であった。都市銀行で県内シェアトッ

プとなったのは「三菱ＵＦＪ銀行」で 271 社（同 0.96％、同 0.01pt 増）。 

 

茨城県メインバンク社数 
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2. 業態別シェア ～「地方銀行」のシェアが約 7 割でトップ～ 

 

 茨城県内企業のメインバンクを業態別にみると、シェアが最も高いのは「常陽銀行」など「地

方銀行」の69.58％で約7割を占めた。前年比では0.07pt減少したものの、2位「信用金庫」（12.93％）、

3位の「信用組合」（10.81％）を大きく引き離す結果となっている。他方、「都市銀行」（3.20％）、

「第二地方銀行」（2.30％）のシェアは、全体からみるとわずかではあるが、それぞれ前年を 0.09pt、

0.02pt 上回った。 

 

業態別シェア 

業態別

地⽅銀⾏ 信⽤⾦庫 信⽤組合 都市銀⾏ 第⼆地⽅銀⾏

69.54% 13.02% 10.89% 3.07% 2.31%

69.65% 13.00% 10.82% 3.11% 2.28%

69.58% 12.93% 10.81% 3.20% 2.30%

前年⽐（pt） ▲ 0.07 ▲ 0.07 ▲ 0.01 +0.09 +0.02

2020

調査年

2018

2019

 
 

 

3. 業種別シェア ～すべての業種で「常陽銀行」がトップ～ 

 

茨城県内の企業がメインバンクとしている金融機関を業種別にみると、すべての業種で「常陽

銀行」がトップとなった。なかでも、「サービス」（シェア 51.46％）、「卸売」（同 50.15％）の 2

業種は 5割以上を占めており、「常陽銀行」の強さが際立つ。また、すべての業種で「筑波銀行」

が 2位、「茨城県信組」が 3位のシェアを確保したものの、「常陽銀行」との差は依然として大き

い。4位には「建設」「卸売」「小売」「運輸・通信」「サービス」「不動産」の 6業種で「水戸信金」、

「製造」の 1業種で「結城信金」がランクインした。2019 年と比べ、総じて上位の顔ぶれに大き

な変化はなかった。 

地元の金融機関以外では「東日本銀行」と「足利銀行」が 7業種すべてで 10 位以内にランクイ

ン。特に、「東日本銀行」は「不動産」で「結城信金」に並ぶ 5位に食い込んでおり、県外に本店

を置く金融機関のなかでは強さを示した。 

都市銀行においては「みずほ銀行」が「製造」「卸売」「小売」「運輸・通信」「サービス」「不動

産」の 6業種、「三井住友銀行」が「製造」「卸売」「運輸・通信」「サービス」「不動産」の 5業種

で 10 位以内にランクイン。「三菱ＵＦＪ銀行」においても「製造」「卸売」「小売」「サービス」の

4業種で 10 位以内にランクイン、地元の金融機関には及ばないが存在感を示した結果となってい

る。 
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業種別シェア 
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4. 売上規模別 ～すべての売上規模で「常陽銀行」がシェアトップ～ 
 
 茨城県内の企業がメインバンクとしている金融機関を売上規模別にみると、「5000 万円未満」

「5000 万円～1 億円未満」「1 億円～5 億円未満」「5 億円～10 億円未満」「10 億円～50 億円未満」

「50 億円以上」すべてで「常陽銀行」がトップ、いずれも 5 割前後という高いシェアを占める結

果となった。なかでも、「5 億円～10 億円未満」「10 億円～50 億円未満」では 50％を超えており、

同行に対する支持の高さがうかがえる。 

 売上規模 10 億円までは「常陽銀行」「筑波銀行」「茨城県信組」「水戸信金」「結城信金」の県内

金融機関が上位を占めているが、10 億円を上回るようになると「三菱ＵＦＪ銀行」「みずほ銀行」

など都市銀行が上位へランクインしていた。特に、「50 億円以上」になると、トップの「常陽銀行」

に続いて、「三菱ＵＦＪ銀行」「三井住友銀行」「みずほ銀行」といった都市銀行が上位 5位以内に

ランクインしている。 
 

売上規模別シェア 
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まとめ  

 

2020 年のメインバンク調査では、「常陽銀行」が前年に引き続き茨城県内シェアトップ

（47.83％）となった。県内企業の半数近くが同行を主力行としており、そのなかでも「サービス」

（51.46％）、「卸売」（50.15％）の 2業種が 5割以上のシェアと圧倒的な強さである。 

2 位の「筑波銀行」（18.67％）以下、「茨城県信組」（10.72％）、「水戸信金」（7.63％）、「結城信

金」（3.87％）と続き、地元の地銀、信用組合、信金がこれまでと同じく上位を占めた。その占有

率は、「常陽銀行」など地元の 5金融機関で 9割近くに達する結果となった。 

金融機関を取り巻く経営環境は、2020 年に入っても改善の兆しがみえない。長引く日銀の超低

金利政策、人口減少などによる地域経済の停滞等により、企業への貸出利息などこれまで安定し

て得られた銀行業本来の収益が期待できず、経営戦略の見直しを余儀なくされている。 

その一方で、地元の中小企業では事業承継や創業支援等、融資以外の金融サービスに対するニ

ーズは依然として根強い。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた企業に対する融資など資

金繰りの相談に際し、地域密着型の金融機関を選択する傾向も見受けられる。今後は金利競争以

外の魅力度を高めた金融機関が、様々な企業から幅広い支持を得ていく可能性が高い。コロナ禍

の経営環境の悪化で企業や経営者の価値観に変化が表れつつある。地域に根を張ったきめ細やか

な顧客対応、コンサルティングメニューの充実化など付加価値の高い金融サービス提供への取り

組みがメインバンクには求められるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   　【 内容に関するお問い合わせ先 】

株式会社帝国データバンク　　水戸支店（情報担当：国分　信一郎）
TEL 029-221-3717　FAX 029-232-0272　MOBILE 080-7002-7189
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